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社会福祉法人けやきの杜 
                             経営理念 

 
 

                    「創造そして変革」 
 

  品質方針 
 

         ○けやきの杜は、利用者が地域で共に安心して生活し続ける社会を作ります。 
 

       ○けやきの杜は、よりよいサ－ビスと新しいサ－ビス創りを目指し続けます。 
 

       ○けやきの杜は、すべてにわたって常に挑戦し続けます。 
 
 

  笑顔の五箇条 
 

         ○わたしたちは、利用者が自分らしく生活することを尊重します。 
 

        ○わたしたちは、利用者の気持ちに寄り添い支援します。 
 

        ○わたしたちは、利用者の持っている力を信じます。 
      
        ○わたしたちは、利用者の住みやすい社会創りを目指します。 

 
        ○わたしたちは、小さな「気づき」を大切にしていきます。 

 



社会福祉法人けやきの杜 事業概要 
地域で共に暮らすには 

• 昭和61年  1月17日  社会福祉法人けやきの杜設立   
• 昭和61年  4月  1日  知的障害者授産施設(通所)希望園開設 
• 平成  7年  4月  1日   心身障害者(児)訓練事業国分寺市ワークホーム虹開設 運営受託 
• 平成11年   4月 1日   心身障害者(児)訓練事業国分寺市第２ワークホーム虹開設  
• 平成11年   4月 1日   公益事業国分寺サポートセンター･オアシス事業開始 
• 平成12年   8月 1日   国分寺市立第六小学校内に第２ワークホーム虹分室を設置 
• 平成13年   2月 1日   重度知的障害者生活寮マイホーム･むさし開設 
• 平成13年10月  1日   心身障害者(児)ホームヘルプサービス事業ライフネット開始 
• 平成14年   4月 1日  希望園分場開設(5月15日ホワイト急便光町店開店） 
• 平成15年  2月28日  第１虹閉所、第２虹を国分寺市ワークホーム虹に名称変更 
• 平成15年   3月 1日  知的障害者授産施設(通所)ワークセンター･さくら開設 
• 平成15年   4月 1日  知的障害者グループホーム マイホーム･やまと開設 
• 平成18年   4月 1日   重度知的障害者グループホーム マイホーム・みかさ 
• 平成18年   4月 1日  知的障害者グループホーム マイホーム・はるな開設 
• 平成18年10月  1日  短期入所施設（ｼｮ-ﾄｽﾃｨ）カペラ開設 
• 平成19年   4月 1日  国分寺市障害者就労支援センタ－受託運営 
• 平成20年   4月 1日  障害者（ケアホ－ム）マイホ－ム・あすか開設 
• 平成22年   4月 1日  障害者（ケアホ－ム）マイホ－ム・みずほ開設 
・  平成22年  4月 1日  通所訓練ワ－クホ－ム虹を地域活動支援センタ－虹に移行 
・  平成22年  4月 1日  単身生活者サポ－ト事業開始 
 

 



けやきの杜の働く場 １ 
           希望園（多機能型）       

生活介護 キャンドル・ポステイング 

（定員１３名） 

 

継続Ｂ型 清掃（市役所・アパ－ト・教会等） 

（定員１７名）食材・クリ－ニング取り次ぎ・ 

        とうふ（茂蔵）販売・ 

        うどん製造販売 

就労移行 ヘルパーコ－ス・クリ－ンコ－ス 

（定員１０名） 

 



けやきの杜の働く場 ２ 
      ワ－クセンタ－・さくら（多機能型） 

生活介護   ポステイング・リサイクル 

（定員１８名） 

 

就労移行     

（定員８名） 

 

自立訓練    農耕等 

（定員６名） 



けやきの杜働く場 ３ 

地域活動支援センタ－虹（Ⅰ型） 

 

定員 ２０名   焼き菓子製造 

           製パン製造 

           下請け作業 

 

 



けやきの杜 生産実績 
 
平成１９年度  売上   ２３．１９０．７００円 
                     
平成２０年度  売上   ２５．７８６．４３１円     
           
平成２１年度  売上   ３０．６６８．７７６円   
          
平成２２年度  売上   ２９．０９９．９３５円   
           
平成２３年度  売上   ３０．２５３．４１９円    
            
平成２４年度  売上   ４０．２０７．８８６円   
           



けやきの杜の基本理念 
１、「地域で暮らす・生きる」が理念。 

 

  そのためには 

    

①どの事業所も、「働く」ことが、支援プログラム 

  のキ－ワ－ド。 

 

②どの事業所も、社会で暮らすための経験を積 

  めるプログラムのキ－ワ－ド 

 



働くことは 

１、人としてのプライドを保つ。 

 

２、人としての暮らしを作る。 

 

３、社会の一員としての役割を果たす。 

 

４、生きていく人生の夢を描ける。 



けやきの杜  
就労移行事業の就職実態  

平成１９年度  ３名 
 
平成２０年度  ２名 （自立支援法に移行） 
 
平成２１年度  ５名 
 
平成２２年度  １名（コ－ス別を採用） 
 
平成２３年度  ８名 
 
平成２４年度 １０名  



けやきの杜 
就労支援センタ－の就労実態 



年度別新規就職者について（就労支援センターの支援で就職） 

 登録者７９名 

平成19年度新規就職者  

障害種別 雇用継続中 離職中 
別の職場で 
雇用継続中 

合計 

身体 1 1 0 2 

知的 2 2 1 5 

精神（手帳なし含む） 1 6 1 8 

合計 4 9 2 15 

 登録者１３６名 

平成20年度新規就職者 

障害種別 雇用継続中 離職中 
別の職場で 
雇用継続中 

合計 

身体 0 1 0 1 

知的 8 1 2 11 

精神（手帳なし含む） 3 7 0 10 

合計 11 9 2 22 



登録者 １３７名 
平成21年度新規就職
者 

障害種別 雇用継続中 離職中 
別の職場で 
雇用継続中 

合計 

身体 0 1 0 1 

知的 3 2 2 7 

精神（手帳なし含む） 5 3 1 9 

合計 8 6 3 17 

登録者 １３６名 
平成22年度新規就職
者 

障害種別 雇用継続中 離職中 
別の職場で 
雇用継続中 

合計 

身体 2 0 0 2 

知的 1 0 0 1 

精神（手帳なし含む） 5 1 0 6 

合計 8 1 0 9 



登録者 １６８名 
平成23年度新規就職者 

障害種別 雇用継続中 離職中 
別の職場で 
雇用継続中 

合計 

身体 0 0 0 0 

知的 5 0 0 5 

精神（手帳なし含む） 4 1 1 6 

合計 9 1 1 11 

登録者 １８７名 
平成24年度新規就職者 

障害種別 雇用継続中 離職中 
別の職場で 
雇用継続中 

合計 

身体 0 0 0 0 

知的 1 0 0 1 

精神（手帳なし含む） 5 0 0 5 

合計 6 0 0 6 



一般就労に結びついた人を 
支える福祉現場 

 
 ①社会で孤立しないように支える必要性。 
  
 ②生活の支援。（職場の安定は生活の安定・  
    家庭状況の変化等の相談・対応） 
  
 ③職場の課題を、会社側・本人側から相談 
   を受けて、解決に向けて職場との橋渡しや対応。 
  
 ④リストラ・解雇への受け皿。 
   



知的障害者に求められている 
働ける力とは 

１、体力 

  事務仕事ではなく、肉体労働が主。 

２、指示等の理解力 

３、精神力（荒波に耐える） 

４、移動能力と緊急対応力 

５、安定性。 

 

最初から出来るなら、知的障害者ではない。 



地域で暮らすための保障関係 
 
１、障害年金  １級 ２級 
 
２、福祉手当 
 
①生活介護 
 
②就労継続Ｂ型 
 
③就労継続Ａ型 
 
④一般就労 
 
           



地域で暮らす経済実態（東京） 

１、家賃         ５０．０００円（家賃助成） 

２、食費         ３０．０００円  

２、日用品          ７．０００円  

３、水光熱費      １０．０００円 

   小計        ９７．０００円 

 

４、小遣い・預金 

 

＠無年金者はどう生きる。                           



経済的自立に向けて 
１、就労継続事業の悩み。 
 
 ＠工賃から賃金にしたい。 
 
 フルタイム雇用から、６時間以下の雇用。 
  
 ① ８５０円×８時間×２２日＝１４９．６００円 
 
 ② ８５０円×６時間×２２日＝１１２．２００円 
 
 ③ ８５０円×週２０時間×４週＝６８．０００円 
 
 ④ ８５０円×４時間（週２０時間）×２２日＝７４．８００円 
   
 



最後に、何が課題なのか。 

１、働きたくても一般就労雇用に結びつかない。 

  雇用されても、給与が伸びない。 

 

２、知的障害者の労働評価と労働力を具体的 

  に上げるために必要なことは。 

 

３、「働くこと（人として）」と「地域で暮らすこと 

  （人として）」とが、交わっていない。 

 


